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第６６回経営協議会議事要旨 

日 時   ：平成２７年６月１７日（水）１３時００分～１５時３０分 

場 所   ：山口大学事務局１号館４階 特別大会議室 

出席者   ：岡，古賀，田中，吉岡，纐纈，三池，山内，内藤

今村，岩田，鎌田，下村，田邉，田村，南場，益田，山本     １７名

欠席者   ：田口，三浦，中原，福田，御手洗                 ５名

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：坂本 

議 題 

議事に先立ち，学長から，５月３０日に開催された創基２００周年記念式典への出席に対する謝辞が述

べられた。 

 Ⅰ 議事要旨の確認 

 学長から，第６５回経営協議会議事要旨について，資料Ⅰに基づき確認があり，原案のとおり承認

された。 

Ⅱ 審議事項 

  １ 第３期中期目標・中期計画（素案）について

 学長及び古賀理事から，６月末までに文部科学省へ提出する第３期中期目標・中期計画（素案）に

ついて，審議資料１及び参考資料に基づき説明があり，審議の結果，原案について意見交換の内容を

踏まえて修正の上，文部科学省に提出することが承認された。 

なお，文言等の修正については学長に一任することが併せて了承された。 

（委員からの主な意見及び質疑応答は次のとおり ○は学外委員，◇は学内委員）

○中期計画№３４に記載されているダブルディグリープログラムに関して，国際連携学科等に係

る設置基準では，ジョイントディグリーについて言及されているのでご確認いただきたい。

◇ジョイントディグリーについては大学院で検討している部局があり，今後しっかり考えていき

たい。

○「グローバル化に関する目標」について，国際総合科学部等の特定の学部だけでなく，既存の

学部についても強く推進していく計画としてはどうか。

◇国際総合科学部については，本学のグローバル化のエンジンと位置付けており，初年度の入学

生は大変積極的で優秀な学生が入学している。国際総合科学部におけるグローバル化の実績を

他の学部に展開できるような取組を進めたいと考えている。

○国際総合科学部における文理融合の取組は非常に期待が持てる。ただ，入試に関しては本学へ

の入学者の割合が多い九州地区での PR が不足しているのではないか。もっと浸透させていた

だきたい。

◇広報についても強化していくこととしたい。

○中期計画№３０の「山口学」がどのような学問か，山口県外出身者にはイメージしづらいので

はないか。

    ◇総合大学のメリットを活かし，幅広く文理融合で地域について検証・研究し，地域創生に資す

るものを構築したいと考えている。
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○中期計画№１８の入試関係の計画については，大学側の取組だけではなく，地域の小・中・高

等学校等との対話を通じて検討する必要があるように思われる。

◇入試改革については今後しっかり議論していきたい。

○新学部のデザイン思考の考え方の科目を他の学部でも取り入れるなど，山口大学としての特徴

をどのように打ち出していくかについて考えていただきたい。

◇本学は共通教育を中心としたアクティブ・ラーニングを組織的に推進しており，この取組が平

成２６年度「大学教育再生加速プログラム」に採択されている。このアクティブ・ラーニング

の推進が本学の大きな特徴となっている。

 ２ 地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COCプラス）について

 学長及び坂本企画戦略部長から，文部科学省に申請予定の「地（知）の拠点大学による地方創生推

進事業」について，審議資料２に基づき説明があり，本事業の内容や進め方について意見交換が行わ

れ，学長から各委員からの意見を参考に今後の取組を進めていきたい旨説明があった。

（委員からの主な意見及び質疑応答は次のとおり ○は学外委員，◇は学内委員）

○本事業の目的は県内大学等の卒業生の地元就職率を１０％向上するということであるが，山口

大学がこの事業を中心となって進めるメリットは何か。

◇本事業は，山口県に貢献しなければならないという使命感により進めている。本事業の採択に

より，自治体にも国からの財政措置等のメリットがある。

○大きな企業は基本的に全員東京で採用し，地方に派遣させる方式を採っている。本事業による

恩恵を受けるのは，県内の中小・中堅企業であると思われる。

○新しい事業所を地方に作ろうとした例では，税金などの経済的条件を比較分析し，もっとも有

利な自治体を選定した。優秀な人材を迅速に集めることが出来るかどうかという点も，重要な

要素であると思う。現在伸びている分野がどのような人材を求めているかというニーズを教育

に反映できれば非常に有利であると思う。

◇これまで大学と自治体との対話が不足していた部分もあり，対話を重ね，両者が一体となって

様々な取組を進めていきたいと考えている。

○大学の教員が学生と一緒になって起業できるような取組を進めてはどうか。

◇大学研究推進機構に新しいセンターを設置し，イノベーションに繋がるような研究を育成する

取組を進めている。

○本事業では，地元志向を持った学生をいかに育成するかがポイントであるように思う。教育委

員会が運営する「山口教育応援団」や「地域協育ネット」等，大学にも活用できる情報を web
上に公開しているので，活用していただきたい。

 ３ 平成２６事業年度に係る業務実績報告について

 古賀理事から，６月末までに文部科学省へ提出する平成２６事業年度に係る業務実績報告書につい

て，審議資料３に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり文部科学省に提出することが承認さ

れた。 

なお，提出までに訂正・変更が生じた場合は学長に一任することが併せて了承された。 

 ４ 就業規則等の改正について

三池理事から，教員年俸制を適用するテニュアURA（無任期雇用）制度の趣旨・必要性について，

審議資料４－１に基づき説明があった。続いて田中理事から，テニュア URA 制度整備のために必
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要となる就業規則等の改正について，審議資料４－２に基づき説明があり，審議の結果，就業規則

等の改正について原案のとおり承認された。 

 ５ 平成２６年度決算について

    吉岡理事から，平成２６年度決算の概要及び平成２６年度山口大学財務諸表等について，審議資料

５－１から審議資料５－５に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり承認された。 

 ６ 平成２８年度概算要求について

    吉岡理事から，第３期中期目標期間における運営費交付金の在り方について，審議資料６に基づき

説明があり，併せて文部科学省が示した方針に基づいて本学の平成２８年度概算要求を策定中である

こと，施設整備費概算要求については資料のとおり基本方針を策定したいことについて説明があっ

た。 

これを受けて，審議の結果，平成２８年度概算要求について策定の上文部科学省に提出すること，

施設整備費概算要求に係る各要求事項の優先順位付けについては役員会において審議することが了

承された。

７ 機関別認証評価及び選択評価について

  内藤副学長から，６月末までに大学評価・学位授与機構に提出する機関別認証評価等に係る自己評

価書について，審議資料７に基づき説明があり，審議の結果，原案どおり提出することが承認された。  

なお，提出までに訂正・変更が生じた場合は学長に一任することが併せて了承された。

Ⅲ 報告事項

  １ 山口大学の主な動きについて 

    総務部長から，平成２７年４月以降の本学の主な動きについて，報告資料１に基づき報告があった。 

  ２ 山口大学創基２００周年記念事業について 

    田中理事から，５月３０日に開催された創基２００周年記念式典への出席に対する謝辞が述べられ

た後，山口大学創基２００周年記念募金状況について，報告資料２に基づき報告があった。 

３ 附属病院の経営について

  吉岡理事及び岩村医学部事務部長から，医学部附属病院の平成２６年度の経営実績及び平成２７年

度経営計画について，報告資料３に基づき説明があった。

４ 平成２７年度入試実施状況について

  纐纈理事から，平成２７年度入試による入学者状況について，報告資料４に基づき報告があった。

５ 大学評価に係る平成２６年度事業実施報告について

  内藤副学長から，平成２６年度に実施した山口大学活動白書（平成２６年度版）の作成や技術経営

研究科の専門職大学院認証評価について，報告資料５に基づき説明があった。 
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６ 監事監査の報告について

  坂本監事から，平成２６年度監事監査報告書について，報告資料６に基づき報告があった。

【配付資料】

Ⅰ 第６５回経営協議会議事要旨（案） 

＜審議資料＞

１ 中期目標・中期計画（素案）

１（参考資料） 国立大学法人等の組織及び業務全般の見直しについて（通知）

２ 地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COCプラス）

３ 平成２６事業年度に係る業務の実績に関する報告書

４－１ 「リサーチ・アドミニストレータを育成・確保するシステムの整備」の継続実施に係る継続

審査結果について（通知） 

４－２ 就業規則等の改正について 

５－１ 平成２６年度決算の概要 

５－２ 平成２６事業年度財務諸表 

５－３ 平成２６年度決算報告書 

５－４ 平成２６事業年度事業報告書 

５－５ 平成２６事業年度山口大学決算概要（速報版） 

６ 第３期中期目標期間における国立大学法人運営費交付金の在り方について（審議まとめ）（平成

２７年６月１５日）のポイント 

７ 機関別認証評価及び選択評価について 

＜報告資料＞

１ 山口大学の主な動き（平成２７年４月以降） 

２ 山口大学創基２００周年記念募金状況 

３ 附属病院の各種経営指標及び平成27年度附属病院の経営計画について 

４ 平成２７年度入試実施状況について 

５ 大学評価に係る平成２６年度事業実施報告について 

６ 平成２６年度監査報告書 


